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2
章

2 章 図形の性質

1 節 三角形の性質
1 三角形と角
教科書 P.44

問 1 ⑴ x = 180%-(70%+60%) = 50%

⑵ x = 180%-(35%+90%) = 55%

⑶ x = 64%+46% = 110%

教科書 P.45

問 2 AB　：　A′B′ = BC　：　B′C′ より
8　：　x = 6　：　9
8#9 = 6x

これを解いて x = 12

2 三角形と比
教科書 P.46

問 3 ⑴ PQ ' BC であるから
AP　：　AB = PQ　：　BC

よって 3　：　9 = x　：　12

3#12 = 9x

これを解いて x = 4

⑵ PQ ' BC であるから
AP　：　PB = AQ　：　QC

よって 8　：　4 = x　：　3
8#3 = 4x

これを解いて x = 6

教科書 P.47

問 4 ⑴ 中点連結定理により，MN =
1
2

BC であ

るから

x =
1
2
#6 = 3

⑵ 中点連結定理により，MN =
1
2

BC であ

るから

6 =
1
2

x

x = 12

問 5 ⑴ iABCで，R，Qがそれぞれ辺 AB，AC

の中点であるから

RQ =
1
2

BC

よって

x =
1
2
#10 = 5

⑵ iABCで，P，Rがそれぞれ辺 BC，BA

の中点であるから

PR =
1
2

CA

よって

7 =
1
2

y

y = 14

3 三角形の重心・外心・内心
教科書 P.49

問 6

問 7 ⑴ 点 GがiABCの重心であるから
AG　：　GD = 2　：　1

よって 8　：　x = 2　：　1
8#1 = 2x

これを解いて x = 4

また
BG　：　GE = 2　：　1

BG　：　6 = 2　：　1
BG = 6#2 = 12

y = BG+GE であるから
y = 12+6 = 18

⑵ 点 GがiABCの重心であるから
AG　：　GD = 2　：　1 ……①

PQ ' BC であるから
AP　：　PB = AG　：　GD ……②
AQ　：　QC = AG　：　GD ……③

①，②より
AP　：　PB = 2　：　1

12　：　x = 2　：　1
12#1 = 2x
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これを解いて x = 6

①，③より
AQ　：　QC = 2　：　1

y　：　5 = 2　：　1
y = 5#2

y = 10

教科書 P.50

問 8 ⑴

点 OがiABCの外心であるから
OA = OB = OC

よって，iOBAは二等辺三角形となり
EOBA = EOAB = 10%

また，iOBCも二等辺三角形となるから
EOBC = EOCB = 15%

したがって
x = EOBA+EOBC

= 10%+15%

= 25%

⑵

点 OがiABCの外心であるから
OA = OB = OC

よって，iOCBは二等辺三角形となり
EOCB = EOBC = 30%

また，iOCAも二等辺三角形となるから
EOCA = EOAC = x

EBCA = EOCB+EOCA であるから
70% = 30%+x

x = 40%

教科書 P.51

問 9 IA，ICはそれぞれEBAC，EBCAの二等分
線であるから

EBAC = 2#35% = 70%

EBCA = 2#40% = 80%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(EBAC+EBCA)

= 180%-(70%+80%)

= 30%

4 角の二等分線と線分の比
教科書 P.52

問10 APがEAの二等分線であるから
BP　：　PC = AB　：　AC

よって 2　：　3 = 4　：　x
2x = 3#4

これを解いて x = 6

復習問題
教科書 P.53

1 ⑴ PQ ' BC であるから
AP　：　AB = PQ　：　BC

よって 6　：　15 = x　：　10

6#10 = 15x

これを解いて x = 4

⑵ PQ ' BC であるから
AP　：　PB = AQ　：　QC

よって 6　：　4 = x　：　6
6#6 = 4x

これを解いて x = 9

2 EFと ACの交点を Pとする。

iABCで，EP ' BC であるから
AP　：　PC = AE　：　EB = 1　：　1

ゆえに，点 Pは辺 ACの中点である。
よって，中点連結定理により

EP =
1
2

BC =
1
2
#6 = 3

iCDAで，PF ' AD であるから
CF　：　FD = CP　：　PA = 1　：　1

ゆえに，点 Fは辺 CDの中点である。
よって，中点連結定理により
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PF =
1
2

AD =
1
2
#4 = 2

x = EP+PF であるから
x = 3+2 = 5

3 ⑴ 点 GがiABCの重心であるから
AG　：　GD = 2　：　1

よって
AD　：　GD = 3　：　1

18　：　x = 3　：　1
18#1 = 3x

これを解いて x = 6

また
EC　：　GC = 3　：　2

15　：　y = 3　：　2
15#2 = 3y

これを解いて y = 10

⑵ 点 GがiABCの重心であるから
AG　：　GD = 2　：　1 ……①

PQ ' BC であるから
AP　：　PB = AG　：　GD ……②
AQ　：　QC = AG　：　GD ……③

①，②より AP　：　PB = 2　：　1

したがって AP　：　AB = 2　：　3
x　：　18 = 2　：　3

3x = 18#2

これを解いて x = 12

①，③より AQ　：　QC = 2　：　1

したがって AC　：　QC = 3　：　1
15　：　y = 3　：　1

15#1 = 3y

これを解いて y = 5

4 ⑴ 点 OがiABCの外心であるから
OA = OB = OC

よって，iOBAは二等辺三角形となり
EOAB = EOBA = 15%

また，iOACも二等辺三角形となるから
EOAC = EOCA = 25%

したがって
x = EOAB+EOAC

= 15%+25% = 40%

⑵ IB，ICはそれぞれEABC，EACBの二
等分線であるから

EABC = 2#25% = 50%

EACB = 2#40% = 80%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(EABC+EACB)

= 180%-(50%+80%) = 50%

5 ⑴ APがEAの二等分線であるから
BP　：　PC = AB　：　AC = 15　：　10

よって
BP　：　PC = 3　：　2

⑵ ⑴の結果より
BC　：　BP = 5　：　3

BC = 15 であるから
15　：　BP = 5　：　3
15#3 = 5BP

よって BP = 9

PC = BC-BP であるから
PC = 15-9 = 6

2 節 円の性質
1 円周角の定理
教科書 P.54

問 1 ⑴ x =
1
2
#108% = 54%

⑵ x = 2#50% = 100%

⑶ x =
1
2
#280% = 140%

教科書 P.55

問 2 ⑴ 弧 DCに対する円周角であるから
EDAC = EDBC

よって x = 30%

⑵ 弧 DCに対する円周角であるから
EDBC = EDAC = 40%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(40%+15%) = 125%

⑶ 弧 DCに対する円周角であるから
EDBC = EDAC = 28%

また
EBEC = 180%-62% = 118%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(28%+118%) = 34%

〔別解〕

三角形の外角は，それと隣り合わない 2つ
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の内角の和に等しいから，iCEBにおいて
62% = x+EEBC

x = 62%-28% = 34%

問 3 ① 2点 C，Dが直線 ABに対して同じ側に
あり

EACB = EADB = 38%

であるから，4点 A，B，C，Dは同一円周
上にある。
② EACB = 180%-(90%+50%) = 40%

2点 C，Dは直線 ABに対して同じ側にあ
るが，EACBとEADBが等しくないので，
4点 A，B，C，Dは同一円周上にはない。
③ EPAC = 180%-80% = 100%

三角形の内角の和は 180%であるから，
iAPCにおいて

EACP = 180%-(45%+100%) = 35%

ACと DBの交点を Eとする。
EDEA = 180%-115% = 65%

であるから，iDAEにおいて
EADE = 180%-(80%+65%) = 35%

2点 C，Dが直線 ABに対して同じ側にあり
EADB = EACB = 35%

であるから，4点 A，B，C，Dは同一円周
上にある。

答 同一円周上にあるのは ①，③
〔③の別解〕

iAPCとiDAEで，三角形の外角はそれ
と隣り合わない 2つの内角の和に等しいこ
とを利用して，EADBとEACPの大きさ
を求めてもよい。

2 円に内接する四角形
教科書 P.56

問 4 ⑴ x+70% = 180% より
x = 180%-70% = 110%

y+60% = 180% より
y = 180%-60% = 120%

⑵ x = 80%，y = 120%

⑶ 三角形の外角は，それと隣り合わない 2

つの内角の和に等しいから
y = 45%+55% = 100%

x = y であるから
x = 100%

教科書 P.57

問 5 ① EA+EC = 105%+75% = 180%

よって，四角形 ABCDは円に内接する。
② 三角形の内角の和は 180%であるから

EB = 180%-(46%+24%)

= 110%

したがって
EB+ED = 110%+70% = 180%

よって，四角形 ABCDは円に内接する。
③ EBAD = 180%-85% = 95%

これは，頂点 Cにおける外角と等しくない。
よって，四角形 ABCDは円に内接しない。

答 円に内接するのは ①，②

3 円と直線
教科書 P.58

問 6 円の接線は，接点を通る半径に垂直であるから
OA = PA

したがって，iOPAは直角三角形である。
三平方の定理により

PA
2
+OA

2
= OP

2

PA
2
= OP

2
-OA

2
= 92 -42 = 65

PA > 0 より PA =
√

65

教科書 P.59

問 7 AF = AE，BD = BF，CD = CE であるから
AE = AF = 4

CE = CD = BC-BD = 3

よって AC = AE+CE = 4+3 = 7

4 接線と弦のつくる角
教科書 P.61

問 8 ⑴ 接線と弦のつくる角の定理により
x = EBCA = 83%

⑵ 接線と弦のつくる角の定理により
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EBCA = EBAT = 50%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(30%+50%) = 100%

⑶ 接線と弦のつくる角の定理により
EBCA = EBAT = 70%

円周角の定理により
x = 2#70% = 140%

⑷ 接線と弦のつくる角の定理により
EBAT = EACB = 60%

三角形の内角の和は 180%であるから
EABT = 180%-(60%+40%) = 80%

よって x = 180%-80% = 100%

〔別解〕

三角形の外角は，それと隣り合わない 2つ
の内角の和に等しいから，iBATにおいて

x = 60%+40% = 100%

5 方べきの定理
教科書 P.63

問 9 ⑴ 方べきの定理により
PA#PB = PC#PD

よって
6#8 = x#12

48 = 12x

これを解いて x = 4

⑵ 方べきの定理により
PA#PB = PC#PD

よって
4#(4+x) = 5#(5+7)

16+4x = 60

これを解いて x = 11

問10 方べきの定理により
PC

2
= PA#PB

よって
x2 = 4#(4+12)

x2 = 64

x > 0 より x = 8

6 ２つの円
教科書 P.64

問11 ㋑ 3本

㋒ 2本

㋓ 1本

㋔ 0本

復習問題
教科書 P.65

1 ⑴ x =
1
2
#100% = 50%

⑵ x = 2#42% = 84%

⑶ 弦が直径のとき，中心角が 180%であると
考えると，その円周角は 90%である。
三角形の内角の和は 180%であるから

x = 180%-(68%+90%) = 22%

2 ⑴ x+86% = 180% であるから
x = 180%-86% = 94%

y+80% = 180% であるから
y = 180%-80% = 100%

⑵ 三角形の外角は，それと隣り合わない 2

つの内角の和に等しいから
y = 38%+65% = 103%
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x = y であるから x = 103%

3 DS = DR = 7

AP = AS = 10-7 = 3

BQ = BP = 11-3 = 8

CR = CQ = 18-8 = 10

よって，四角形 ABCDの周の長さは
AB+BC+CD+DA

= 11+18+(10+7)+10 = 56

4 ⑴ 接線と弦のつくる角の定理により
EACB = EBAT = 75%

三角形の内角の和は 180%であるから
x = 180%-(60%+75%) = 45%

⑵ 下の図のように，円 Oの円周上に点 Cを
とる。
接線と弦のつくる角の定理により

EBCA = EBAT = 66%

円周角の定理により
x = 2#66% = 132%

5 ⑴ 方べきの定理により
PA#PB = PC#PD

よって
9#(9+11) = 10#(10+x)

180 = 100+10x

これを解いて x = 8

⑵ 方べきの定理により
PA#PB = PC#PD

よって
x#6 = 3#8

6x = 24

これを解いて x = 4

3 節 作図
1 基本の作図
教科書 P.66

問 1

教科書 P.67

問 2

問 3

2 いろいろな作図
教科書 P.68

問 4

教科書 P.69

問 5

4 節 空間図形
1 直線や平面の位置関係
教科書 P.70

問 1 ⑴ 点 Bを通り，GHに平行な直線は BAで
あるから，EABCが直線 BCと GHのなす
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角である。
EABC = 90%

であるから，直線 BCと GHのなす角は 90%

である。
⑵ 直線 ACと EGが平行であるから，求め
る角は直線 BDと ACのなす角である。
ここで，BDと ACは正方形の対角線であ
るから垂直であり，なす角は 90%である。
よって，直線 BDと EGのなす角も 90%で
ある。

教科書 P.71

問 2 ⑴ 平面 EFGH

⑵ 平面 ABFE，平面 BCGF，
平面 CDHG，平面 DAEH

教科書 P.72

問 3 ⑴ 直線 BEは 2平面の交線である。直線
BA，BCはそれぞれ平面 ADEB，平面
BEFC上にあり，ともに交線 BEに垂直
である。
したがって，EABCが求める角であるから，
平面 ADEBと平面 BEFCのなす角は 45%

である。
⑵ 直線 ABは 2平面の交線である。直線

AC，ADはそれぞれ平面 ABC，平面 ADEB

上にあり，ともに交線 ABに垂直である。
したがって，ECADが求める角であるから，
平面 ABCと平面 ADEBのなす角は 90%で
ある。

教科書 P.73

問 4 ⑴ 平面 BCGF，平面 EFGH

⑵ 直線 DH，直線 HG，直線 GC，直線 CD

⑶ 直線 AE，直線 BF，直線 CG，直線 DH

2 多面体
教科書 P.74

問 5 v e f v-e+ f

正四面体 4 6 4 2

正六面体 8 12 6 2

正八面体 6 12 8 2

正十二面体 20 30 12 2

正二十面体 12 30 20 2

章のまとめ
教科書 P.75

1 重心，外接円，外心，内接円，内心

2 iABCで，EAの二等分線と対辺 BCの交点
を Pとすると

BP　：　PC = AB　：　AC

3 右の図で

a+c = 180%，b+d = 180%

a = e

4 右の図で

EBAT = EACB

5 右の図で

PA#PB = PC#PD

6 正多面体には，次の 5種類がある。

正四面体，正六面体，正八面体，

正十二面体，正二十面体
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